
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学金継続手続きに関する概要資料等を、必ず確認してください。 

詳細 URL：https://tsurumiuniv-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/shogakukin_tsurumi-u_ac_jp/

EjWk_i7BddVCgUtBRRzlnlgBx7ddU60nORhbNqgCpKeNqA?e=58kopq 
 

 

 

詳細 URL：https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/taiyo/syoumeisyorui.html 

   主として生計を維持している人（父、母、祖父、祖母など）及びその他の生計を 

   維持している人（父、母など）の収入に関する証明書の準備が必要です。 

   ただし、直近の収入に関する証明書が用意できない場合は、前年度分の書類で構いません。 

生計維持者の状況 必要な書類 

給与収入 

2021 年 1 月 1 日以前から同じ勤務先 
取得可能な直近の「源泉徴収票」、 

「課税証明書（所得証明書）」等 

2021 年 1 月２日以降転職あり 
直近３か月分程度の転職（就職）後の 

「給与明細書」や年収見込証明書 

給与以外 

の所得 

2021 年 1 月 1 日以前から同じ勤務先 
2021 年分の所得税の確定申告書（控） 

※「課税証明書（所得証明書）」で確認することはできません。 

2021 年 1 月２日以降転職あり 直近３か月分程度の開業後帳簿 等（転職前・開業前は不要） 

年金・生活保護・雇用保険等による収入 
年金額改定通知書、保護決定通知書、 

雇用保険受給資格者証等 

無収入 準備する証明書はありません 

    ※ 収入に関する証明書については、入力用として使用し、大学への提出は不要です。 

    ※ 大学院生は､自分のアルバイト等収入（配偶者の定職収入）が確認できるものを準備。  

【重要】奨学金継続願 提出手順・Ｑ＆Ａ 

＜貸与奨学金用＞ 
 

＜奨学金継続願 提出（入力）期間＞ 

  2022 年 12 月 15 日（木）～2023 年 1 月 16 日（月）25 時まで 

※ 入力可能時間：8:00～25:00（12 月 29 日～1 月 3 日は入力不可） 

※ 入力中、一つの画面で３０分以上経過するとタイムアウトとなり、最初からの入力となります。 

※ 「貸与奨学金継続願」の下書きについては、学生支援課にて点検は行いません。 

給付・貸与の複数奨学金を受給している場合は、奨学生番号ごとの入力が必要です。 

期限までに提出（入力）がない場合は、2023 年 4 月より「廃止」となります 

 

 

 

収入に関する証明書の準備 ※2023 年 4 月以降の辞退希望者は不要 ２ 

 奨学金継続手続き 概要資料の確認 １ 

https://tsurumiuniv-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/shogakukin_tsurumi-u_ac_jp/EjWk_i7BddVCgUtBRRzlnlgBx7ddU60nORhbNqgCpKeNqA
https://tsurumiuniv-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/shogakukin_tsurumi-u_ac_jp/EjWk_i7BddVCgUtBRRzlnlgBx7ddU60nORhbNqgCpKeNqA
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/taiyo/syoumeisyorui.html
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   入力中、一つの画面で３０分以上経過するとタイムアウトとなり、最初からの入力となります 

ので、「貸与奨学金継続願 入力準備用紙」（紙媒体）に必要事項を記入し、入力前の下書き 

を行ってください。設問に関する注意事項は以下のとおりです。 

 

 【１．Ｂ－誓約欄（下書き用紙３ページ）】 

     誓約日付は、入力当日の日付を西暦で入力してください。 

 

 【２．D－奨学金振込みの継続の確認（下書き用紙３ページ）】 

   2023 年 4 月以降の状況により、選択項目が異なりますので、注意してください。 

   また、「奨学金の継続を希望しません」を選択した場合は、この設問以降の回答は必要 

ありません。 

 
2023 年 4 月以降も 

奨学金を継続する 

2023 年 4 月以降 

休学・退学等をする予

定 

2023 年 3 月末で 

奨学金を辞退する 

2023 年 3 月末までに 

休学・退学等をする予

定 

継続願の 

入力項目 
「奨学金の継続を希望します」を選択 「奨学金の継続を希望しません」を選択 

必要な手続き  異動願を提出 

（学生支援課に申出が必要） 

2023 年 4 月下旬以降 

「在学猶予」手続き 

（スカラ PS より） 

異動願を提出 

（学生支援課に申出が必要） 

 

 【３．E－あなたの返還誓約書情報（下書き用紙３ページ）】 

     奨学生本人、連帯保証人・保証人、本人以外の連絡先（機関保証の場合のみ）の情報 

     について内容を確認してください。内容を変更する場合は、以下のとおり手続きを 

     行ってください。 

変更内容 必要な手続き 

本人 住民票住所・電話番号・携帯電話番号の変更 継続願「設問 E」にて変更 

連帯保証人・保証人 

（人的保証のみ） 

氏名・生年月日・続柄・住民票住所の変更 学生支援課窓口来課のうえ書類提出 

電話番号・携帯電話番号・勤務先の変更 
変更不要 

（貸与終了後の手続き） 

本人以外の連絡先 

（機関保証のみ） 

氏名・生年月日・続柄・住民票住所の変更 学生支援課窓口来課のうえ書類提出 

電話番号・携帯電話番号・勤務先の変更 
継続願では変更不要 

（貸与終了後の手続き） 

「貸与奨学金継続願」下書き用紙の記入 ３ 
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 【４．Ｆ－返還の義務・Ｇ－学業不振の場合の処置（下書き用紙３ページ）】 

     「返還の義務を自覚していない」・「学業不振の場合の処置について理解していない」 

を選択すると次の画面に進めなくなります。誤入力に注意してください。 

 

【５．Ｈ－経済状況（下書き用紙３ページ）】 

   （１）Ｈ－２ 主として生計を維持している人／Ｈ－３ その他の生計を維持している人 

      の昨年 1 年間の所得金額＜学部生のみ＞ 

       生計を維持している人（父、母、祖父、祖母等）の 2022 年（１月～12 月）の所得 

金額について、以下の書類を確認のうえ、該当する金額を記入してください。 

※ その他生計を維持している人がいない場合、設問「Ｈ－３」の記入は不要 

 給与所得の場合 給与所得以外の所得の場合 

収入確認書類 
直近（2022 年分）の源泉徴収票 等 

※ 2021 年分でも可 
直近（2021 年分）の確定申告書（控） 等 

入力項目 「源泉徴収票等における支払金額」 「収入金額・売上金額」・「所得金額」 

 

＜給与所得の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 年金・生活扶助費等の給与所得が複数ある場合は、合算して記入してください。 

 

＜給与所得以外の場合＞ 

（確定申告書等） 

 

 

 

 

 

 

「支払金額」の金額を 

「源泉徴収票等における 

支払金額」に記入 

要注意：生計維持者等の収入 

※ 自営業で確定申告等をしていても、給与所得額がある場合、両方記入してください。 
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 【５．Ｈ－経済状況（下書き用紙４ページ）】 

 

 

 

 
 

   （２）Ｈ－５ 2021 年 12 月から 2022 年 11 月の収入に関する金額の記入 

     （2022 年 4 月入学者は、2022 年 4 月～11 月の８ヶ月分） 
 

 

   「１）家庭からの給付」では、家庭が代わって支払った項目を収入として計上してください。 

   また、収入合計と支出合計の差額について、どうしても「３６万円以上」となる場合は、 

この「１）家庭からの給付」の項目で最終調整してください。 

  例①：学納金年額 99 万円を両親が学校へ支払った → 「１）家庭からの給付：99 万円」 

  例②：学納金前期 56 万円は両親が学校へ支払ったが、後期 56 万円は自身のアルバイト代 

     年額 70 万円の中から支払い、残りの 14 万円は教科書代に充てた。 

    →収入「１）家庭からの給付：56 万円を含める」、「４）アルバイト等収入：70 万円を記入」 

     支出「１）学費：112 万円を記入」、「２）修学費：14 万円を含める」 

  例③：自宅外通学者で、家賃の 8 万円は両親が支払っているが、光熱水費は日本学生支援機構の 

奨学金から支払った。 

     → 「１）家庭からの給付：家賃８万円×12 か月（新入生は×8 か月）を記入」 

       「２）日本学生支援機構の奨学金：月額×12 ヶ月（新入生は×8 ヶ月）を記入」 

 

 

   「２）日本学生支援機構の奨学金」では、月額受給額（第一種・第二種）×12 ヶ月 

（新入生は×8 ヶ月）を記入してください。また、入力時は自動表示ですが、支出との差額を 

事前に計算する必要があるため、下書き時は自分で確認し、必ず記入してください。 

   なお、給付奨学金を受給している場合は、年間受給額を収入「５）その他」に含めてください。 

要注意：本人の収入 

・収入金額合計と支出金額合計の差額を３６万円以内に（院生は４５万円以内） 
 

・月額ではなく、おおまかな年額（2022 年 4 月入学者は 8 ヶ月分）を記入！！ 
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   日本学生支援機構以外の奨学金（地方公共団体、民間育英事業団体 等）の奨学金を受給して

いる場合、月額受給額×12 ヶ月（新入生は×8 ヶ月）を記入してください。 

 

 

   2021 年 12 月から 2022 年 11 月までのアルバイト等収入金額を、おおまかに記入してください。 

 

 

   アルバイト等以外の臨時収入金額を、おおまかに記入してください。 

 

 

 

 【５．Ｈ－経済状況（下書き用紙４～５ページ）】 

     （３）Ｈ－６ 2021 年 12 月から 2022 年 11 月の支出に関する金額の記入 

       （2022 年 4 月入学者は、2022 年 4 月～11 月の８ヶ月分） 

 

 

 

 

 
 

 

  各学部・学科に応じての、年額学納金（新入生も同額）を記入してください。 

   日本文学科、英語英米文学科・・・99 万円   文化財学科・・・112 万円 

   ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ学科・・・111 万円        歯 学 科・・・350 万円 

   保 育 科・・・104 万円          歯科衛生科・・・107 万円 

   文学研究科・・・67 万円           歯学研究科・・・70 万円（※） 

   ※ 入学金（2022 年 4 月新入生）は、支出「５）その他」に含める。（入学金金額は次ページ） 

   ※ 給付奨学金受給者・学内奨学金による減免が発生している場合、減免後の金額を記入。 

   ※ 歯学研究科：鶴見大学歯学部卒業生以外の学生は、100 万円。  

要注意：本人の支出 

・収入金額合計と支出金額合計の差額を３６万円以内に（院生は４５万円以内） 
 

・家族と同居しているか否かで、下書き用紙記入欄が異なるので注意！ 
 

・自身が支払った分ではなく、自身にかかった支出を全て記入！！ 
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   2021 年 12 月から 2022 年 11 月までの修学費で支出金額を、おおまかに記入してください。 

 

 

   2021 年 12 月から 2022 年 11 月での外食で支出した金額を、おおまかに記入してください。 

 

 

   2021 年 12 月から 2022 年 11 月での通信費で支出した金額を、おおまかに記入。 

   携帯電話等の料金・インターネット費用（Wi-fi 接続費用）は必ず含め、自身で支払っていない 

   場合でも必ず記入してください。 

 

 

   2021 年 12 月から 2022 年 11 月までの医療費・娯楽等の支出金額を、おおまかに記入してく

ださい。また、2022 年 4 月新入生の入学金はこの項目に含めてください。 

   ※入学金金額：文学部 36 万円  歯学部 50 万円  保育科・歯科衛生科 35 万円 

          文学研究科 26 万円  歯学研究科 30 万円 

   ※ 給付奨学金受給者・学内奨学金による減免が発生している場合、減免後の入学金を記入 

 

 

   自動表示となるため、下書き用紙にも記入不要です。 

 
 

＜自宅外通学者のみの項目＞ 
 

 

   2021 年 12 月から 2022 年 11 月での家賃で支出した金額を、正確に記入してください。 

   自身で家賃を支払っていない場合でも、必ず記入してください。 

例：自宅外通学者で、家賃月額 8 万円は両親が支払っている。 

→ 両親が支払っていても、12 か月分支払った家賃（8 万円×12 ヶ月＝96 万円）を記入 

  また、収入項目の「１）家庭からの給付」に 96 万円を含める 

 

 

   2021 年 12 月から 2022 年 11 月での光熱水費で支出した金額を、おおまかに記入して 

ください。  
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 【５．Ｈ－経済状況（下書き用紙４ページ）】 

   （４）Ｈ－７ あなたの 2021 年 12 月から 2022 年 11 月の収入と支出の差額 

 

 

 

 

 

     収入合計と支出合計の差額で収入超過が「36 万円以上」（大学院は「45 万円以上」） 

     になると、学生支援課窓口にお越しいただき、内容の確認を行います。 

     その後、減額する等の措置をとることとなりますので、入力には十分注意してください。 

     入力方法で不明な点がありましたら、学生支援課までＬＩＮＥにて連絡してください。 

     ※ 支出超過（収支差がマイナス）になる場合は、次の画面へ進めません。 

 

   （５）Ｈ－８ あなたの経済状況を具体的に説明 

     奨学金継続を希望する学生は、必ず 120 文字以上でその理由を記入してください。 

     また、上記Ｈ－7 で次年度学納金等の必要なお金を貯めており、収入合計と支出合計 

の差額がどうしても「36 万円以上」（大学院は「45 万円以上」）となる場合は、 

「貯金」という単語を必ず使用し、その旨の説明文を記入してください。 

 

   【７．G－学生生活の状況（下書き用紙５ページ）】 

     奨学金継続を希望する学生は、必ず 120 文字以上でその理由を記入してください。 

 

   【８．Ｈ－学修の状況（下書き用紙５ページ）】 

     この１年間の授業出席状況や学修に対する取組の姿勢が不十分だった場合のみ、 

120 文字以上でその理由を記入してください。 

  

要注意：収入と支出の差額 

・収入金額合計と支出金額合計の差額を３６万円以内に（院生は４５万円以内） 
 

・収入超過が３６万円以上になると、学生支援課窓口で内容確認し、減額等の措置 
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新規登録者は、ご自身の好きなＩＤ・パスワードを設定してください。

「ログイン・新規登録」をクリック ① スカラＰＳ登録済者：「ログイン」

➁ スカラＰＳ未登録者：「新規登録」

※ 「進学届」・「奨学金新規申請」で使用した、大学発行のＩＤ・パスワードは使用できません。

※ 設定したＩＤ・パスワードは、ご自身で管理し、大学に照会はできませんので、注意してください。

※ ＩＤ・パスワードを忘れた場合は、③から確認してください。その際、奨学生番号が必要となりま

すので、採用時に配付した「奨学生証」又は「返還誓約書（本人控）」を確認してください。

①「奨学金継続願（紫タブ）」をクリック

➁ 貸与奨学生「貸与額通知」をクリック

ログイン後、貸与予定総額がいくらかを確認する

ため、貸与額通知に関する内容の確認を行ってく

ださい。

ご不明な点がある場合は、学生支援課までメール

又はＬＩＮＥにてご連絡ください。

スカラネット・パーソナルへログイン（新規登録）４

①
➁

に

③

に

➁

に

①

貸与額通知の確認５

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/
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①「奨学金継続願提出（紫タブ）」をクリック      ➁ 「奨学生番号」をクリック 

 

 

 

（１）入力が完了すると、16 桁の受付番号が表示されるので、その番号を「貸与奨学金 

継続願」（紙媒体）に記入し、「貸与奨学金継続願」（紙媒体）をご自身で保管し 

てください。「貸与奨学金継続願」（紙媒体）を大学へ提出する必要はありません。 

     （２）「廃止」「停止」の区分に掲げる学業成績等に該当するが、傷病・災害その他やむ 

        を得ない事由がある場合には、罹災証明・診断書等の第三者（病院の入院証明、民生 

委員の証明等を含む。）の証明書類等について、学生支援課まで提出してください。 

         提出期限：2023 年 1 月 16 日（月曜日）まで 

         提出方法：学生支援課窓口に持参 

     （３）「継続」が認定された学生については、通知は行いません。４月分の奨学金が 2023 

年 4 月 21 日（金曜日）に振込まれますので、各自確認してください。 

        ※ 毎年 4 月分振込は、11 日振込みではありませんので注意してください。 

         また、成績判定により停止・廃止等になる学生には、個別にご連絡いたします。 

         さらに、「D－奨学金振込みの継続の確認」の設問で「奨学金の継続を希望しませ 

        ん」を選択し、2023 年 4 月より辞退した後の手続きについては、４月下旬以降 

        個別にご案内いたします。  

スカラネット・パーソナルから提出（入力） ６ 

➁

に 

① 

提出（入力）後 ７ 
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奨学金継続手続きに関する Q&A（貸与奨学生用） 

 ＜手続きについて＞ 

Q．奨学金が 2023 年 4 月から必要ない場合は、今回の手続きは必要ありませんか？ 

  A．奨学金を 2023 年 4 月で辞退する場合についても、スカラネット・パーソナルから「奨学金 

    の継続を希望しない」という手続きが必要です。お配りした「【重要】奨学金継続願提出手順・

Ｑ＆Ａ」を参照のうえ、必ず手続きを行ってください。 

 

Q．貸与奨学金の第一種と第二種の併用受給をしていますが、どちらか一方だけ「奨学金継続 

    願」の手続きを行えばよいのですか？ 

A．第一種と第二種のそれぞれで同じ内容の入力手続きを行ってください。 

 

Q．給付奨学金と貸与奨学金を受給していますが、奨学金継続願の手続きは貸与のみ行えばよい 

のですか？ 

A．給付奨学金と貸与奨学金のそれぞれで入力手続きを行ってください。 

 

Q．今回の手続きで、貸与奨学金の第一種から第二種への変更及び月額の変更を行えますか？ 

A．今回の手続きでは行えません。現在貸与を受けている種別と別の種別への切り替え又は 

併用貸与を希望する場合は、2023 年 4 月の新規募集での申請を行ってください。月額の変更 

を希望する学生は、学生支援課までメールにてご連絡ください。 

 

 

＜経済状況の入力について＞ 

  Ｑ．主として家計を支えている人の収入について、給与所得と給与所得以外の両方の収入がある 

場合は、どのように入力したらよいですか？ 

  Ａ．【給与所得】欄と【給与所得以外】欄の両方に入力してください。どちらか片方しか収入がな

い場合は、片方のみ入力してください。 

 

  Ｑ．主として家計を支えている人の収入について、給与所得と給与所得以外の両方の収入がある 

場合は、どのように入力したらよいですか？  

Ａ．「給与所得」欄と「給与所得以外」欄の両方に入力してください。どちらか片方しか収入が   

ない場合は、片方のみ入力してください。 
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  Ｑ．令和３年（2021 年）の内容の源泉徴収票や確定申告書がないのですが、令和２年分の内容

のものでよいのでしょうか？ 

Ａ．令和２年分の内容のもので構いませんので、そのまま入力を進めてください。 

 

  Ｑ．2023 年 4 月から休学予定ですが、どのような手続きをとればよいでしょうか？ 

Ａ．必ずスカラネット・パーソナルから継続願手続きを行い、休学することが確定した時点で学

生支援課に届出を提出してください。「継続を希望しない」と入力すると辞退（奨学金を辞め

る）することになりますので、注意してください。間違って入力した場合、復学後の再開・

継続はできません。 

 

 

＜適格認定について＞ 

Q．提出内容や学業成績により、2023 年 4 月より奨学金が停止・廃止又は減額になるのは 

どのような場合ですか？ 

  Ａ．修業年限で卒業ができない留年又は標準単位数を大幅に下回る場合、「停止」又は「廃止」 

となる恐れがあります。また、文学部及び短期大学部の学生で、１年間の修得単位数が０単 

位の場合、「廃止」となります。 

    ＜学部・学科毎の標準単位数（参考）＞ 

     文学部・・・1 年生：31 単位  2 年生：62 単位  3 年生：98 単位 

     歯学部・・・進級が出来ない時点で、停止（３年連続停止で廃止） 

           留年者が進級出来た場合は、復活 

     保育科・・・1 年生：32 単位  歯科衛生科・・・1 年生：34 単位  2 年生：68 単位 

 

  Q．傷病により思うように学業に取り組めませんでしたが、「廃止」「警告」になってしまうので

しょうか。 

  Ａ．「廃止」「停止」の区分に掲げる学業成績等に該当する場合であっても、傷病・災害その他や

むを得ない事由があると認められる場合、「廃止」「警告」に該当しない場合があります。 

    該当する学生は、学生支援課まで申し出たうえで、罹災証明・診断書等の証明書類を提出し

てください。 
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  【参  考】 

   （１）貸与総額や毎月返還していく金額、返還が完了となる時期等を試算することができる 

      Web サイトもありますので、参考にしてください。 

      奨学金貸与・返還ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ：http://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/ 

 

 

   （２）大学等の卒業後に、地域への居住や就業など、定められた要件を満たした場合に、 

奨学金の返還を支援する仕組みを設けている地方公共団体があります。支援制度の 

内容・条件等は地方公共団体によって異なるため、詳細は直接お問い合わせください。 

      地方公共団体が実施する奨学金返還支援制度： 

      https://www.jasso.go.jp/shogakukin/chihoshien/sosei/seido/index.html 

 

 

   （３）独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）においては、令和３年 4 月より企業等による 

奨学金の代理返還制度を導入しており、これは奨学金返還者本人ではなく、返還者が 

勤務する企業等が本人に代わって奨学金を JASSO に返還する制度です。令和 4 年 

10 月１日時点で 474 社が本制度を利用していますので、ご活用ください。 

      企業の奨学金返還支援（代理返還）制度： 

      https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kigyoshien/index.html 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【担当・提出先】 鶴見大学・鶴見大学短期大学部 学生支援課 

         〒230-8501 横浜市鶴見区鶴見 2-1-3 

         E-mail ：shogakukin@tsurumi-u.ac.jp 

 

 

http://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/chihoshien/sosei/seido/index.html
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kigyoshien/index.html

